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61 「
建
築
」
「
作
曲
」
「
ま
ち
づ
く
り
」

楽
活
動
を
始
め
て
一
〇
年
、
家
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
一
年
。
音

楽
家
で
も
建
築
士
で
も
な
い
素
人
が
、
自
分
な
り
の
こ
だ
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
、
今
度
は

一
つ
の
大
き
な
建
物
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
り
た
と
い
う
N
P
O
に
属
し
て
四
年
。
そ
う
し
た
趣
味
的
活

動
が
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
で
行
わ
れ
る
作
業
と
近
し
い
も
の
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　
「
建
築
」
「
作
曲
」
と
も
に
、
細
部
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
ひ
と
つ
の

全
体
（
建
物
や
曲
）
が
で
き
あ
が
る
。
そ
し
て
、
そ
の
細
部
は
独
立
し

て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
建
築
」
で
は
、
天
井
と
壁
、
床
の

仕
上
げ
の
バ
ラ
ン
ス
や
窓
の
大
き
さ
と
位
置
、
間
取
り
や
周
辺
環
境
、

「
作
曲
」
で
は
、
各
楽
器
の
編
成
や
音
質
、
各
パ
ー
ト
の
テ
ー
マ
や
リ

ズ
ム
と
い
っ
た
よ
う
に
、
複
雑
な
関
係
性
の
中
で
個
々
の
細
部
が
調
和

し
た
と
き
に
初
め
て
、
心
地
よ
い
全
体
が
生
ま
れ
る
と
同
時
に
、
細
部

一
つ
ひ
と
つ
が
、
他
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
う
で
し
か
な
か
っ
た
意
味

が
見
出
さ
れ
る
。

　
正
解
は
な
い
。
一
〇
〇
人
い
れ
ば
一
〇
〇
通
り
の
意
味
の
あ
る
作
品

が
で
き
あ
が
る
。

　
一
つ
の
細
部
を
考
え
る
の
に
、
も
う
二
つ
、
三
つ
、
も
し
く
は
気
付

い
て
い
な
い
だ
け
で
、
も
っ
と
多
く
の
細
部
が
関
係
し
て
く
る
こ
と
が

見
え
て
く
る
。

一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
部
屋
の
中
に
立
っ
て
い
る
時
、
座
っ
て

い
る
時
、
寝
て
い
る
時
で
は
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
景
色
が
異
な
る
。
そ

の
窓
が
、
ど
の
状
態
の
時
に
ど
ん
な
景
色
を
も
っ
と
も
映
し
出
し
て
ほ

し
い
の
か
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
窓
の
高
さ
が
、
隣
の
窓
の
高
さ

の
位
置
と
、
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
揃
え
る
の
か
ど
う
か
を
考
え
る
。
通
気

と
い
う
機
能
を
持
た
せ
る
と
き
に
、
ど
の
方
向
に
開
け
た
ら
よ
い
の
か

考
え
る
。
窓
の
色
は
ど
う
す
る
か
考
え
る
。
壁
の
色
や
仕
上
げ
と
の
バ

ラ
ン
ス
は
ど
う
か
。

　
こ
ん
な
具
合
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
細
部
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
細
部
全
て
と
の
確
認
作
業
が
必
要
と
な

る
。

　
時
に
は
カ
チ
ッ
と
合
わ
せ
る
こ
と
も
、
時
に
は
あ
え
て
外
し
て
み
る

こ
と
も
。

　
そ
う
し
た
作
業
を
丁
寧
に
一
つ
ず
つ
自
分
の
納
得
い
く
形
に
落
と
し

込
ん
で
い
く
と
、
流
行
や
上
辺
だ
け
の
表
現
で
は
な
い
、
そ
こ
に
あ
る

べ
き
形
で
存
在
す
る
、
唯
一
無
二
の
作
品
と
な
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
も
同
様
に
、
ま
ち
を
全
体
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
近

隣
と
の
関
係
、
家
や
お
店
、
移
動
手
段
な
ど
人
々
の
暮
ら
し
や
活
動
が

細
部
と
な
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
細
部
の
、
多
数
で
あ
り
多
様
で
あ
る
。

で
も
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ら
と
の
関
係
性
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意

味
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
細
部
が
共
鳴
し
合
い
、
他
に
は
な
い
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
」
が
で
き
あ
が
る
。

　
ま
ち
と
い
う
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
、
な
の
か
な
。

　
昨
今
、
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
、
音
楽
を
通
じ
て
、
社
会
や
地
域
へ
の
問

題
提
起
や
問
題
解
決
に
向
け
て
活
動
す
る
人
た
ち
が
い
る
。
ま
さ
に

「
意
味
を
も
つ
作
品
」
を
生
み
出
し
て
い
る
。

■  

建
築
　Peter  Zum

thor

■  

音
楽
　Sarah kirsch

（form
erly M

ike kirsch, r.i.p.
）

■  

デ
ザ
イ
ン
　Kesselskram

er

音窓

（
Y
）



Text： Sayoko (F)ukaya／(K)enshi Fukada／Takahiro (Y)amada／Ryoto (H)iraiwa

　巨木をみるといつも思うこ

とがある。

　これだけ大きくなるのに、

どれだけの時間がかかったの

だろう、

何十年、何百年と同じところ

に立ち、どれだけのものを見

てきたのだろうかと。

　ぼくは巨木を見たら必ず根

元に座ってボーっとする。

　そうすることで、この樹が

どんな景色を見てきたのか、

昔の人がこの木の下でどんな

ことをしていたのかを想像す

る。

　残念なことに「樹の声が聴

こえる」とか、そんな特殊能

力は持っていないが、もし急

にそんな能力に目覚めたらど

うしようかと１㎜も役に立た

ないことを考えてみたりする

のが好きだ。

　困ったことに人は簡単に樹

を切ってしまう。薬剤を注射

してわざと枯らす業者もいる

らしい。

何十年、何百年とかけて年輪

を増やしてきた樹も、なくな

るのは一瞬だと思うととても

寂しいものだ。

　巨木の魅力にみんなが気づ

いたら、自然も人の心も豊か

になると思う。

　樹の声に耳を傾けてみる、

そんな「ゆとり」が必要だ。

　「余白」はデザインの大

事な要素だ。だから、なく

てはならない。しかし、あ

ればいいというものでもな

い。見る人に心地よさと想

像力を生み出せるような

「余白」。この「計画的な

余白」を、紙面デザインの

際に私は必ず心がけている。

　でも「余白」の効果は紙

面レイアウトに限ったこと

ではない。人間関係の「余

白」。時間の「余白」。

　空間の「余白」。生活の

様々な場面で「余白」を見

方につければ、生き方がも

っと豊かになるような気が

した。

　「ビジョンの共有」「合意

形成」「コーディネーター」

「ファシリテーター」

　こうした言葉は、強制的で

知的なものに感じてしまうと

きがある。

　商店街のメンバー間や組織

の内部会議、思いのある人た

ちの集まりの中で、取りまと

め的なことが必要とされてい

るかもしれないけど、もっと

お互いに参加しやすい関係に

ある自由度と自主性の高い集

まりでいいのではないかなと。

　今のご時世、100人中100人

が「〇」を出すものなんてな

い。

　希望も要望も不満も多様化

している中で､「みんなの賛

成・合意がなければできない」

のではなく「とりあえず、そ

れぞれが受け入れて、場合に

よっては応援するからやって

みることができる」、そんな

雰囲気の集まりを最近好んで

いる。

　「それはやらない方がいん

じゃない」「こちらの考えと

違うからそれはダメだ」とい

っていては、逆に自分が始め

ようとするときに何も始めら

れない。

　迷惑をかけ合わない組織か

ら迷惑をかけ合う「お互いさ

まの組織」っていうのはどう

なんでしょう。

　「偽」「変」「新」「暑」

「絆」ときて、昨年は「金」で

した。その年の世相を表す漢

字一文字。さて今年はどんな

一年に…？

　東日本大震災の復興に日本

経済の復活、地域の絆の回復

と、「復」の一文字の登場は

まだかと心待ちです。そうい

えば、「日本を、取り戻す」

をスローガンに掲げて政権も

変わりました。さてどうなる

ことか…？

　世相は「福」を呼ぶ「復」

であることを期待しつつ、一

方で自分の為すべきことをし

っかりやる一年にしたいと心

新たに新年を迎えています。

皆様におかれましても､どうか

幸多き一年でありますように。
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樹の声を聴く04一陽来復０２ ０3余 白 お互い様組織01

まちを視る
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